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1. 目的  

 放射性セシウムには、２つの同位体があり、それぞれCs-134（半減期２年）、Cs-137（半減期３０年）

である。半減期が2年のCs-134の減衰を測定する。 

2. 方法 

 福島市の七社公園の土壌を２０１１年７月２８日に採取しＧｅ検出器で測定し、２０１２年６月２８日

に再び測定し、放射能を比較する。同様に、三育保育園の土壌を２０１１年６月２２日に採取してＧｅ検

出器で測定し、２０１２年６月２９日に測定し、放射能を比較し、減衰を確認する。 

3．結果（平成２４年７月１０日発表） 

  表１、表２に、七社公園の土壌の減衰、三育保育園の土壌をそれぞれ示す。 

         表１                    表２ 

  

 三育保育園の土壌は、水洗浄した後の比放射能値である。Cs-134 の減衰は、ほぼ理論通りの減衰を示し

ている。 

  図１に２０１１年４月２６日に測定した三育保育園の土壌からのガンマ線スペクトルと２０１２年６

月２９日に測定したものとの比較を示す。測定した土壌は同じ三育保育園のものであるが、同一のもので

ないので、Cs-137 で規格化してある。半減期８日間のヨウ素１３１は２０１１年４月２６日においても土

壌中に存在していたことが分かる。６００keV の位置にある Cs-134 からのガンマ線のピークが減衰してい

るのが良く分かる。 

 

図１ ガンマ線スペクトル上でのＣｓ－１３４の減衰 
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